
シンポジウム「地域医療の課題とその対策」	 

	 

目的と概要	 	 

	 慢性的な医師不足や増加する医療訴訟に代表されるように、現在のわが国の医療は大変難しい	 	 	 

状況にあり、関係者の苦闘は続いています。多くの課題は一病院、一施設で対応しきれるもの	 	 	 	 

ではなく、地域全体で取り組むことが重要です。当会は、喫緊の課題をテーマに取り上げて問題を	 	 

共有し対策を論議することで、地域医療を担う各病院間のネットワークが強化され、医療の体制や	 	 

質の充実という「公益」に繋がっていくことを願って毎年シンポジウムを開催しています。	 

	 今回は「国のがん対策と地域医療連携」がテーマです。	 

	 ２００７年のがん対策基本法施行に基づき国の第一期「がん対策推進基本計画」が閣議決定され、	 	 	 	 

翌年より各都道府県で基本計画が策定、全国的にがん対策が推進されてきました。	 

	 ５年が過ぎた昨年６月、第二期がん対策推進基本計画が閣議決定され、本年度より都道府県におい

て第二期目のがん対策が始まったところです。	 

	 現在の計画では、①がん死亡率の20%減少、②がん患者の療養生活の質の向上、③がんに罹っても安

心して暮らせる社会の構築を全体目標として掲げています。この達成には、地域医療連携が必須です。	 	 

シンポジウムでは、がん研有明病院院長の門田守人先生より本テーマについて講演頂きましたのちに、

コメンテーターおよび参加者の皆様と共にこの課題について討議したいと考えております。	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 

日	 付	 平成２５年１０月１８日(金)１５時開会	 

場	 所	 大阪大学医学部銀杏会館３Ｆ	 阪急・三和ホール
(注1)
	 

参	 加	 事前参加申込。医療関係者に限らせて頂きます。参加費は無料です。
(注2)
	 

15:00〜15:10	 開会のごあいさつ（理事長・医学系研究科長）	 

15:10〜16:00	 病院長より阪大病院診療科のご紹介、新任教授あいさつ	 

16:00〜17:30	 シンポジウム「国のがん対策と地域医療連携」	 

	 	 	 	 	 	 	 	 ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ	 荻原俊男先生(当会副理事長、森ノ宮医療大学	 学長)	 

	 	 	 	 	 16:00〜16:50	 基調講演	 門田守人先生(がん研有明病院	 院長、大阪大学名誉教授)	 

	 	 	 	 	 16:50〜17:30	 コメンテーター発言および参加者ディスカッション	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ｺﾒﾝﾃｰﾀｰ	 左近賢人先生(大阪府立成人病センター	 院長)	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 野口眞三郎先生(大阪大学医学部	 乳腺・内分泌外科学	 教授)	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 北川	 透先生(医療法人協和会	 理事長)	 

17：35〜	 	 	 	 懇親会	 銀杏会館3Ｆ大会議室にて	 

	 

ご参加頂く際の注意	 

注	 1）大阪大学「病院の」駐車場は「有料」です。ご注意下さい。アクセスをご参照下さい	 

注 2）懇親会の参加費は当日 3,000 円を申し受けます。	 

注 3）ご不明な点などございましたら、事務局までお問い合わせ下さい。	 

	 	 	 〒565-0871	 吹田市山田丘 2-2 大阪大学医学部銀杏会館内	 
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